










鳴を聞いた。使者を派遣し、 捜索させたところ一隻の鶴が八根の稲穂を守護していた。倭姫はこれを苅り採り、大神の御饌に供えようとし、折木を刺し合わせ 鑚をし、彼の米を炊飯。大神に供奉し この時から神嘗祭は始まった。そして以後三節祭毎に御飯を供進したという。こうした火鑚を行って鶴が守護した稲を炊飯する儀を忌火とい
い、宮中の忌火御饌の起源であると神祇官より村上天皇に上奏されたのである。すなわち、この神話伝承によれば、宮中の忌火御饌は、伊勢神宮内宮の由貴大御饌神事と不可分な関係があるという。  のみならず、天皇親祭の形式で執行される六月・十二月十一日神今食と十一月中卯
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御饌夕御饌供奉、 （ 『皇太 儀式帳』二月例条）
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り、祭神の再把握や交替を画策している。外宮 大御饌供進の問題も同様であり、慎重な検討 必要である。外宮の大 饌供進に関しては、加
茂氏も氏の学説の根拠として掲出されておられるが、内宮祠職御巫清直が、その著『二宮由貴供具弁正』の中で、                        
二宮ノ大御饌ハ、年中毎朝夕外宮ノ御饌殿ニシテ供シ、三時ノ由貴御饌ハ、内宮ハ内宮ニテ供シ、外宮ハ外宮ニテ供スルヲ、毎宮夕朝供奉ト謂ヘルナリ。然レハ儀式帳 大同本記共 抜穂ノ御田ノ稲米ヲ舂キ炊テ、御饌ニ供スル事分明ナルニ、何時ヨリカ宮崎 抜穂田ノ稲 献スト雖モ、唯抜穂神事ニノミ用テ御饌ニモ浄酒 モセ 、熊鶴大夫ヨリ進スル六斗 米ヲ以テ 御臼殿ノ臼杵モテ舂キテ粉トナシ、水ニテ澇ネ、粢七十五顆ヲ作リ、盆蓋十二口ニ盛テ供シ、炊爨シ奉ル事ノナキハ、何時ヨリノ略式ニカアラム。
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とあるように、大物忌により舂かれ、忌竃で炊飯され、天照大神に供進されていたの 。この忌竃で炊飯する際に用いられた清浄な火が「折木刺合出火」であり、 その火で炊飯された御飯が、 忌火御飯であった。
伊勢神宮と京都の内裏、場所や火鑚の方法は相違していても、その精神は同一と考えられていたのであろう。特に、天皇親祭の両度神今食と新嘗祭の折に、忌火御飯が天皇に供進されたということは重要で、右三祭は神宮三節祭と一体であり、 祭祀の延長線上 伊勢神宮三節祭が位置付けられることを物語っているといえよう。
　ところで、真名鶴神話は、前掲の『神祇官勘文』にのみ見られるもの



























































































































































































































































































































































、 （ 『天照太神御天降記』 ）
　（ホ）










































































































































































































































、 （ 『天照太神御天降記』 ）
　（ホ）
（垂仁天皇）二十七年戊午秋九月、鳥ノ鳴ク声高ク聞えて、昼モ夜モ止まずシテ囂シ、 「此レ異シ」ト宣タマヒて、大幡主命と舎人紀麻呂良とを、使ニ差 遣はシテ彼ノ鳥ノ鳴く処ヲ見シム。罷リ行きテ見レば、嶋国伊雑ノ方上ノ葦原ノ中ニ稲一基在り。生ひタル本は一基に為て、末ハ千穂ニ茂レリ。彼ノ稲ヲ白キ真名鶴咋へ持ち廻リ乍鳴キキ。 此れヲ見顕ハスに、 其 鳥の鳴く声止ミきと。 返事申しき。爾の時倭姫命宣たまはく。 「恐シ。事問ハヌ。鳥スラ田ヲ作りテ、皇太神ニ奉ル物を」と詔ひて、物忌始め給ひて、彼の稲を伊佐波登美神を為て抜穂に抜かしめて 皇太神ノ御前ニ懸久真に懸ケ奉リ始メき。則ち其の穂を、大幡主ノ女子乙姫に清酒ニ作らしめ 、御饌に始め奉りき。千税始め奉る事、茲因り也。彼 稲ノ生ふル地を千田ト号ひき。嶋国伊雑 方上に在リ。其の処に伊佐波登美の神宮造リ奉リ、皇太神の摂宮ト為ス。伊雑宮此れ也。彼ノ鶴の真ノ鳥を号ひテ大歳神 称ふ。同じ処ニ税宛 也。又其の神ハ 坐しまス朝熊ノ河ノ後ノ葦原の中ニ。石トして坐しまス。彼ノ神 小朝熊ノ山嶺ニ社造りテ。祝宛奉リ令坐ヌ。大歳神ト称スル是 也又明年ノ秋ノ比、真名鶴皇太神宮ニ当リテ、天翔リ北従リ来テ 日夜止マズ翔リ鳴キき。 時ニ白草ニ当りき 爰に倭姫命異シミ給ヒテ、足速男命ヲ差しテ使トシテ見しめたまふ 罷リ到キテ見れば、彼鶴ハ佐々牟江宮ノ前ノ葦原の中ニ還リテ行 鳴 き。使到キテ葦原の中ヲ見ルニ稲生ひタリ。本は一基に為て末ハ八百穂ニ茂レリ 咋ヘ捧ゲ持ゲテ鳴キキ。爰ニ使到キテ見顕ハス時ニ、鳴く声止み天ニ翔ル事モ止ミき。 時に返事白しき。 爾 時ニ倭姫命歓ビ詔はく、「恐シ。皇太神入り坐せば、鳥禽相ニ悦ビ、草木共モ相ヒ随キ奉ル。稲一本千穂八百穂ニ茂れり」詔ひて、竹連吉比古等に仰せ給ひテ、先穂ヲ抜穂ニ半分ヲ抜カシメテ、大税苅ら め、皇太神の御前 懸け奉りき。 は細税と号ひ、大苅は太半と号ひて御前に懸け奉り
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中臣氏の「延喜本系」 （新撰氏族本系帳）が勘造上申されている（逸文『 系図』所引）から、あるいはそのころ、格式編纂員でもあった神祇大副大中臣安則らによって「旧記」 編集も行われたのではないかと思われる。














ら鎌倉時代前期までに成立した中原氏の年中行事書に見られる。したがって、該 期、忌火の御飯供進は伊勢神宮内宮祭祀と密接な関係があるものと、中央貴族に認識されてい ものと考えられ 。すなわち、鎌倉時代前期頃まで真名鶴神話は、内宮神話として理解さ ていたものと考えて、大過はないように思われる。









































事とあったが、右掲『倭姫命世記』には場所が記されていない。 『天照太神御天降記』では「宮巽」とあるから、内宮付近であったろうと推測されるが、 『倭姫命世記』では鶴鳴を聞いた場所が特定できな 。また、「旧記」では夜に鶴鳴を聞いたとあるが、 『倭姫命世記』及び『天照太神御天降記』では夜昼に鶴鳴を聞いたと見える。捜求 でかけた二人は度会神主の祖大幡主命（別名大若子）と紀麻呂良であるという。ここに突然大幡主が登場することからも、真名鶴神話が外宮神話に改変されていることが、窺知される。志摩国伊雑で鶴 発見したという点は、 『天照太神御天降記』の記事と一致するが、 「葦原ノ中ニ稲一基在り。生ひタル本は一基に為て、末ハ千穂ニ茂レリ。彼ノ稲ヲ白キ真名鶴咋へ持ち廻リ乍鳴キキ。此れヲ見顕ハスに、 其ノ鳥の鳴く声止ミき 。返事申しき」は他に所伝を見ないものである。また、大幡主の娘乙 に稲を清酒に作らせたというのは、御飯の供進がない外宮の祭祀と一致しており、 「千税始め奉る事、茲因り也」や「先穂ヲ抜穂ニ半分ヲ抜カシメテ、大税苅らしめ、皇太神の御前ニ懸け奉りき。抜穂は細税と号ひ、大苅は太半と号ひて御前に懸け奉りき。仍 テ天都告刀ニ、 『 八百税余』と称メ白シて、仕リ奉ル也」は、外宮の神嘗祭を特徴付ける懸 起源 して注目すべき記事である。
　以
上のように、 『倭姫命世記』では真名鶴発見者は度会神主の祖大幡
主命とされ、鶴のくわえた稲を清酒に醸成したのも、その子乙姫とれ、外宮祭祀に顕著な懸税の起源譚として真名鶴神話が外宮神話として記さ ている点に、その特徴があるといえよう。すなわち、 『倭姫命世記』の成立により、内宮神話である真名鶴神話 巧妙に外宮 話 書き換えられたのである。本書の成立は文永七年（一二七〇）から弘安八年（一二八五） 頃と推定されており、 さらに絞り込んで建治三年 （一二七七）から弘安三年（一二八〇）の間とも考えられてい 。一貫 度会氏が
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The Manazuru Myth and the Structure of Ise Shrine Festivals
FUJIMORI Kaoru
The Manazuru myth (also the Yatsukaho Engi) is a myth that appears in the “Jingikan Kanmon” which was 
presented to Emperor Murakami by the Jingikan (Department of Shinto) in 949. It relates the origin of the imibi-
mike offering made to the emperor on the first day of the Niinamesai (harvest festival) held in November and the 
jinkonjiki (sacred meal) that takes place on the 11th day of June and December according to the lunar calendar. 
The story goes as follows.
Yamatohime, a worshipper of Amaterasu Omikami, sets out from Ichishi-gun in the land of Ise and when 
she makes a stop at Sashitsu she hears the cries of a crane in a field of reeds at night. When she dispatches 
a messenger to conduct a search, he finds a crane protecting rice ears that are the length of eight hands. 
Yamatohime cuts this rice and in order to present it as an offering (mike) to Amaterasu Omikami, rubs some 
sticks together to light a fire and cooks the rice. She offers the rice to Amaterasu Omikami, and it is from this 
time that the Kan’namesai, the Ise Shrine harvest festival, is held. From this time on, rice is offered to kami each 
time one of the Sansetsusai (three seasonal festivals) is held. This ritual in which a fire is made to cook the rice 
protected by the crane is called “imibi.” It is the origin of the imibi-mike offering made at the Imperial palace and 
is said to have been told to Emperor Murakami by the Jingikan (Department of Shinto). In other words, according 
to this myth, the imibi-mike offering made at the Imperial palace is inextricably linked to the yuki no omike (sacred 
offerings) made at the Naiku (Inner Shrine) at Ise Shrine.
In addition, when looking at the relationship between the jinkonjiki held on the 11th day of June and 
December, which is performed following the format of the Shinsai (direct worship of imperial ancestors by 
the emperor), the Niinamesai held in November and the Sansetsusai of Ise Shrine (the Tsukinamisai in June, 
Kan'namesai in September and the Tsukinamisai in December), which have the same structure, it becomes 
obvious that this myth suggests a close link between the ritual of making imibi mike offerings at the Imperial 
palace and the ritual of making yuki no omike offerings at Ise Shrine. Thus, this paper examines the Sansetsusai of 
Ise Shrine as extensions of the ritual held at the Imperial Palace.
